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平成27年 3月 31日 長 崎 県 地 方 史 だ よ り (第 74号 )

題字 小曽根 星 土 先生

・寛文の大火 と踊町の再編成 ・・・・・・・・・・・・・

・長崎砂糖考・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

原 田

村崎 春樹

・地方史研究会及び県内各加入団体の活動状況・・・・・・・・・・・・・・・・・

寛
文
の
大
火
と
踊
町
の
再
編
成

一
、
寛
文
の
大
火
と

大
町
の
分
割

寛
文
三
年

（
一
六

六
三
）
二
月
八
日
の

昼
頃
、
筑
後
町
か
ら

発
生
し
た
火
災
は
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ

お
ら
れ
、
瞬
く
間
に
長
崎
の
全
域
に
燃
え

広
が
り
、
当
時
の
長
崎
の
町
六
十
六
町
の

内
、
出
島
町
、
今
町
、
金
屋
町
の
三
町
を

除
く
六
十
二
町
が
罹
災
、
内
、
五
十
七
町

は
全
焼
と
い
う
、
壊
減
的
な
被
害
で
あ

っ

た
。驚

い
た
幕
府
は
、
長
崎
の
町
に
多
額
の

資
金
を
下
賜
、
長
崎
の
町
の
復
興
に
取
り

掛
か

っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
復
興
策
な
か

で
通
り
筋
、
す
な
わ
ち
表
通
り
は
四
間
、

横
町
は
三
間
、
さ
ら
に
は

一
尺
五
寸
の
溝

を

つ
け
る
な
ど
、
火
災
に
も
考
慮
す
る
な

ど
大
改
造
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
寛
文
十
二
年

（
一
六
七
二
）

築
町
は
東
築
町
と
西
築
町
に
、
下
町
は
本

下
町
と
今
下
町
に
、
後
興
善
町
は
後
興
善

町
と
新
興
善
町
に
、
恵
美
須
町
は
恵
美
須

町
と
大
黒
町
に
、
上
町
は
西
上
町
と
東
上

町
に
、
筑
後
町
は
下
筑
後
町
と
上
筑
後
町

に
、
馬
町
は
北
馬
町
と
南
馬
町
に
、
今
紺

屋
町
は
今
紺
屋
町
と
中
紺
屋
町
に
、
濱
町

は
西
濱
町
と
東
濱
町
に
、
新
大
工
町
は
新

原
田
博
二

大
工
町
と
出
来
大
工
町
に
、
今
石
灰
町
は

今
石
灰
町
と
新
石
灰
町
に
、
今
鍛
冶
屋
町

は
今
鍛
冶
屋
町
と
出
来
鍛
冶
屋
町
と
い
う

よ
う
に
、
大
町
が
二
つ
の
町
に
分
割
さ
れ

た
が
、
さ
ら
に
、
古
川
町
は
も

っ
と
大
き

い
町
と
い
う
こ
と
で
、
西
古
川
町
と
東
古

川
町
と
本
古
川
町
の
三
つ
の
町
に
分
割
さ

れ
た
。

こ
れ
ら
大
町
の
分
割
に
よ

っ
て
、
西
築

町
、
今
下
町
、
新
興
善
町
、
大
黒
町
、
東

上
町
、
上
筑
後
町
、
南
馬
町
、
中
紺
屋
町
、

東
濱
町
、
出
来
大
工
町
、
新
石
灰
町
、
出

来
鍛
冶
屋
町
、
東
古
川
町
、
本
古
川
町
の

十
四
町
が
誕
生
、
長
崎

の
町
は
全
部
で

八
十
町
と
な

っ
た
。

『寛
宝
日
記
』
（写
本

一
冊
　
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
収
蔵
）
の

「
長
崎
火
事
焼
失

之
町
数
間
数
井
家
数
内

（外
）
町
分
」
に

よ
る
と
、
出
嶋
町
を
除
く
そ
れ
ぞ
れ
の
町

の
家
数
は

（表
Ｉ
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
多
は
古
川
町
の

百
五
十
四
軒
、
最
少
は
江
戸
町
の
十
六

軒
。
ち
な
み
に
大
町
と
し
て
分
割
さ
れ
た

十
四
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
数
は
、
傍
線
を

ほ
ど
こ
し
た
町
で
、
最
少
は
後
興
善
町
の

三
十
六
軒
、
そ
の
次
は
下
町
の
四
十

一
軒

な
ど
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
分
割
さ
れ
な
か

っ
た
町
の
軒

次

1

4

7

10・事務局より


